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Lorentzian (LSQ)型であること､ (4) (H､T)を同じ値の条件で散乱を測定しても､
試料を磁場中冷却した (FC)かあるいは零磁場冷却した後に磁場をかけた (ZFC)か
によって､まったく異なる散乱が得られること､などを示した｡一方､零磁場中比熱
のネール温度での対称型log発散は､磁場の増大とともに鈍化する｡また､極弱磁場下
での平行磁化率は (系が反強磁性体であるにも拘わらず)ネール温度で発散し､この
発散は磁場の増大と共にに鈍化する｡ また､磁化にヒステレシスが現われる｡
これら一連の実験は､2次元系の相転移がランダム磁場効果によって破壊された
ことを示している｡この当時は､わずかに非磁性原子を含んだ希釈反強磁性体に静磁
場をかけても反強磁性相からスピンフロツプ相を経て常磁性相にいたる通常の磁気転
移は保存される､というのが常識であったことを考えると､注目に値する研究例の一
つである｡
その後､問題の核心である3次元イジング系の実験が精力的に進められた｡3次
元系にランダム磁場.をかけたとき､相転移が消失すれば次元の低下は2となるが､相
転移が2次元のそれになれば次元の低下は1となり､2つの異なった主張のどちらが
正しいのかについての結論が下せる筈である.実験は､Mn仔nF2,Co/ZnF2,Fe/ZnF 2,
Fe伽gC12等多くの試料につヤーて行われた｡このような明快な問題は典型物質1個につ
いて解けば通常では事足りるわけであるが､FCあるいはzFCで測定される状態が異な
っていて､どちらが平衡状態にあるかを判断するこ七が極めて困難であったという事
情による｡詳坤については､講義で述べるが､ランダム磁場による次元の低下は1で
あることで現在決着をみている｡
与｡ パ ーコレーションとフラクタル
マンデルプロの発見以来､自然界には非常に多くのフラクタルが存在することが
確認されている｡一見してあいまいな乱れた構造に見えるものであっても､その構造
に自己相似性があり､空間相関関数がべき関数という単純な関数で表せるものが多数
発見されている｡我々の身近なところでも､リアス式海岸の海岸線､雲の輪郭､雷光
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の形､バクテリアの増殖過程のパターン､多孔性固体､臨界点におけるゆらぎのパタ
ーン等枚挙にいとまがない｡このような系に外部からわずかな擾乱 (力､電磁波､中
性子､等)を与えてその系のレスポンスを調べることによって内部のミクロな状態を
知る､という物性物理本来の研究手法が適用できる最も理想的なフラクタルはパーコ
レーション磁性体である｡磁性体を非磁性原子で希釈していくと､ある有限の磁性原
子渡度 (パーコレーション濃度)で相転移温度はOKになる｡このときの磁性原子の
結合の形態 (正しくは､無限クラスター内の形態)はフラクタル構造の典型である｡
しかも､この構造の上に原子スピンが乗っているのであるから､その磁性原子の振舞
い､とくにダイナミクスは中性子磁気散乱によって直接観測することが可能であって､
これら非整数次元をもつ新しい物質に内在する (であろう)新しい現象の探索を行な
う努力がなされている｡
講義では､パーコレーション磁性体のもつフラクタル構造とその直接観測､パー
コレーションクラスターが時間的に成長していく過程の実時間観測､フラクタル構造
固有の新しい励起といわれるフラクトン励起の観測､フラクタル構造上を拡散する粒
子が従う異常拡散現象の観測､について､中性子散乱実験を中心にして説明すること
にしたい｡
以上の話題以外に､ランダム磁性体の研究として､スピングラス転移､オブリー
ク相の発見､等重要な課題も多 く､若い人がこの分野の研究に積極的に関わっていか
れることを望んでいる｡
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